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1．はじめに
　幼児教育の中で「領域」という言葉が使われたのは、昭
和31年に「幼稚園教育要領」が刊行された時である。ここ
では「健康」「社会」「自然」「言語」「音楽リズム」「絵画製作」
という６つの領域が登場したが、昭和39年の改訂告示の際
にも受け継がれた。領域ごとに「望ましいねらい」が挙げ
られ、そのねらいは、幼児の具体的、総合的な経験や活動
を通して達成されるものであるとされた。しかし、実際には、
6領域の各名称や内容が、小学校の教科と混同されやすい
ものであったため、十分に理解されない傾向がみられた。
　例えば、昭和39年の領域「音楽リズム」の内容には、次
のような項目が挙げられた。
　（1） すなおな声、はっきりとしたことばで音程やリズム
に気をつけて歌う。
　（2） 曲の速度や強弱に気をつけて楽器をひく。
　（3） みんなと一緒に喜んで楽器をひく。
　（4） みんなと喜んで音楽を聴く。
　領域「音楽リズム」は幼児の音楽教育を系統的、組織的
に計画していく上で参考になるものであった。しかしなが
ら、実際には「みんなと一緒に楽しむこと」や「正しく歌う、
正しくリズムを打つ」というようなことが到達目標と考え、
高度な演奏技術を育てることや、一斉に指導することに関
心が寄せられる傾向がみられた。
　このような流れの中で、乳幼児期に最も大切なことは何
かが改めて検討され、「幼稚園教育要領」は、平成元年に
20数年ぶりに改訂された。ここでは、従来の6領域から代
わり、新しい領域として、「健康」「人間関係」「環境」「言葉」
「表現」の5領域が示された。
　平成元年告示の「幼稚園教育要領」での5領域は、旧教
育要領の領域の分け方とは性格を異にする。つまり、幼児
の発達は総合的なものであり、いくつかの側面から見てい
くことを考えたものである。この５つの領域は、幼児の姿
を理解していく上での視点であるので、一つひとつの領域
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は、切り離されたものではなく、それぞれがつながってい
ると考えるものである。
　この考えは、現在使われている平成20年改訂の「幼稚園
教育要領」でも踏襲されている。
　幼稚園教育の基本を「環境を通して行うもの」とし、「幼
児の主体的な活動を促し、幼児期にふさわしい生活が展開
されるようにする」ことや、「遊びを通しての指導を中心と」
すること、「幼児一人一人の特性に応じ、発達の課題に即し
た指導を行う」ことを示している。
　領域「表現」は、旧領域の「音楽リズム」「絵画製作」を
単に統合したものではない。音楽や造形というようにはっき
り区別できない未分化で混沌とした素朴な表現までを含め
て、幼児のありのままの姿をみていこうとするものである。
　この、現在の「幼稚園教育要領」にみられる、「主体的」「遊
びを通して」「一人１人の特性」「未分化」「素朴」というよ
うなキーワードが、オルフの教育理念と重なっているよう
に思えるのである。
　では、現在の幼稚園教育の中にオルフの教育をどのよう
に生かしていくことができるのか、その可能性を考えてい
くことが本研究の目的である
　具体的な方法としては、保育方針にオルフの理念を掲げ
た幼稚園での保育を観察し、分析した結果を明らかにし、
幼児教育への可能性を探りたい。
2．研究方法　
　まず、オルフの教育理念とはどのようなものであるか概
観し、幼児教育への可能性を学び取りたい。さらにオルフ
の音楽教育の理念を念頭に置いた2つの幼稚園の実際の保
育の流れを分析、考察する。
【対象】
Ｋ地方Ｄ幼稚園（私立）5歳児クラス
Ｋ地方Ｆ幼稚園（私立）5歳児クラス
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3．オルフの教育理念
　オルフは、自身の音楽に対する概念について Elementar
という言葉を用いて説明している。すなわち「エレメンタ
ールとは、ラテン語の Elementarius つまり『要素』をな
すものであり、構成の素材であり、根本的なものであり、
出発点をなすもの」1であるという。そして、基礎的な音楽
（Elementare Musik）については、「それは、決して音楽単
独では有り得ません。そこには、かならず動作がともなう
ものであり、踊りと言葉がついているものであって、それ
は誰でもみずから演奏できる音楽であり、（中略）弾き役に
加わる音楽なのです」2と説明している。つまり、オルフは、
音楽とは、文化として確立する以前にもっと混沌としたも
のとして存在するととらえており、言葉や身体の動きと切
り離せないものであると考えているのである。そして、人
間が受け身で音楽と関わるのではなく、自らの手で生み出
すものであると考えている。
　またオルフは、太古時代の民族からの人間の成長過程と
子どもの姿を重ね合わせ、「われわれの精神的な成長過程
でも、子どもの遊戯歌の中に、そういった形跡を認めるこ
とができる」3としている。つまり、言葉、身体の動き、音
が融合したものは、子どもの遊びにもみられるものであり、
自然な形で絶えず表現されているものなのである。オルフ
は、このような、いわば音楽として確立する以前の原初的
なものに価値を見出し、子どものありのままの姿を開放さ
せ、そこから音楽的な表現の芽を導き出そうとしているの
である。
　では、言葉、動き、音はどのようなつながりをもってい
るのか。
　オルフは言葉を重要な要素であるとし、母国語のもつ言
葉の抑揚や、リズムなどが、リズミカルなものやメロディ
ーに発展していくと考えている。さらにオルフは、言葉の
練習は「身振りを伴った、語ることが歌うことであるよう
な」4ものであるとしている。つまり、オルフにとって言葉
を素材とするということは身体の動きと切り離せないこと
であり、聴覚や視覚だけではなく、肉体感覚にまで訴えよ
うとしているのである。
　身体の動きについては、「プリミティブなものでいい」5と
し、「踊りというより遊びに近いもの−たとえば鬼ごっこ、
めかくしおに、じゃんけん、石けりのようなものから発展
したものでもいい」6と述べている。つまりオルフは、音楽
は苦労を伴って習得しなくても、誰もが遊びの中で体験し
ているものであると考え、教師にはそれを子どもにわかる
形で意識化させ、遊びの延長として発展させていく役目が
あることを示しているのだろう。
　また、身体の動きは打楽器への導入としても重要な役割
を果たしている。リズム練習は手拍子、足拍子、ひざ打ち、
指ならしなどのボディー・パーカッションを媒介として行
うことが重視されている。
　また、ボディ・パーカッションの延長上にオルフ楽器が
ある。これは、子どもが演奏しながら踊ることができ、即
興が容易にできるよう考案された楽器である。
　オルフ楽器は打楽器が中心である。それは、たとえボデ
ィ・パーカッションから脱却し、より高度な表現形態とし
て楽器を扱うにしてもリズムを重視していることにつなが
る。オルフは、リズムに重きを置いた活動、また即興を中
心とした活動を行うために、身体の動きに伴うことの容易
な、素朴な楽器を扱っているといえよう。
　以上のように、言葉、動き、音と順を追ってそれぞれの
つながりを考察してきた。
　オルフは、リズムを音楽の根源に位置付けている。そして、
そのリズムとは、「自然であり、肉体的」7なものであり、子
どもの中にすでにあるものと考えている。オルフは、子ど
ものあるがままの姿を受け止めること、つまり、大人の音
楽の価値観を子どもに教え込むのではなく、子どもの表現
の芽に気づき、それをそのまま生かすことを目指している
のだろう。そのような発想は、常に原始の混沌とした表現
につながっている。つまり提唱している内容は一見目新し
いものであるが、実は人間が本来もっていた自然で肉体的
な表現に立ち返ることを求めているのである。そのことは、
単に古いものへ立ち返ろうとすることではなく、また子ど
もの感情を発散させるのにとどまるものでもない。オルフ
が言葉、動きによる表現を出発点とし、ボディ・パーカッ
ション、さらには楽器へと系統性のある指導を考えていた
ことは上述の通りである。将来的な見通しをもった教育で
あるといえるだろう。
　オルフの協力者ヴィルヘルム・ケラーは、オルフの考え
を「ある不変の教育理念に基づき、可変な方法論をもつ新
しい音楽教育論」8と述べている。
　オルフの著書 MUSIK FÜR KINDER では、「模倣」「問答」
「即興」という流れがみられる。これは、子どもの主体性を
尊重しながらも系統的な指導を積み立てていくことを示し
ている。 　
　オルフの教育理念の本質は、子どもが主体的に活動し、
即興的な表現を展開していくことを目指し、その表現の根
本となるものをエレメンタールなものに求めているところ
にあると考える。
　そして、この考えは現在の幼稚園教育要領領域『表現』
にみられる、主体的な子どもの育ちを支えながら、まだ「表
現」の段階になっていない子どもの未分化な「表し」を大
切にしたり、音楽、身体、造形などあらゆる表現を一体的
にみていく姿勢に共通するものであると考える。
4．指導法が固定されたオルフ教育の事例
　オルフの教育は現在の幼児教育の中でどのように展開さ
れているのか。
　ここで挙げるＤ幼稚園は音楽教育に強い関心をもち、長
年にわたってオルフ研究をし、実践を積み上げているとさ
れている。この園を見学、取材したことを元に考察したい。
　この園は2年保育を原則としている。
　オルフの理念に精通している講師を招き、隔週で研究会
を開いている。オルフ教育のために年間の指導計画が組ま
れ、時期によって経験させたいことはあるが、活動の始ま
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りは子どもの自発的な遊びがきっかけになることが多いと
いう。また、子どもの自発的な遊びの中で現れているリズ
ムなどを取り上げてクラス全体で楽しむ活動は、5分程度で
ほとんど毎日行われ、2週間に1回程度は長時間行っている。
　保護者のための参観日は、1学期に1度設けている。年長
クラスは年に1回オルフをテーマにした活動を行う。ここで
は1時間の枠内でまず自由な遊びを行い、そこから出た表現
を取り上げて、音楽的な表現に高めていき、楽器を使った
表現にまとめる方法を取るという。
　以下に挙げるのは、見学した際に記録した実践の様子で
ある。
期日：2012年7月4日
場所：Ｋ地方Ｄ幼稚園　5歳児
【事例1】さくら組　手拍子で出席確認
　朝の出席の際に、4拍子のリズムの問答を用いていた。保
育者が手拍子をして「○○くん」と呼びかけ、子どもが同
じリズムで「はあい」と答えるというものである。ほとん
どの子どもはその通りやっている。一人の男児の手拍子が
速く、「もう一回。先生のと同じように繰り返して下さい。」
とやり直しを促されていた。この男児は、保育者にもう一
度名前を呼ばれ、うつむき小さな声でやり直しをしていた。
【事例2】ふじ組　サンドイッチ作り
　まずはじめに全員でピアノの前に並び、ピアノに合わせ
て < アイスクリームの歌 > を歌っている。この時は全員が
両手を後ろに組んで歌っていた。
　次に、全員床に座り手遊びをしている。パン屋さんでお
買い物をするという内容のもので、保育者の模倣をして、
楽しんでいる。
　次に言葉と手拍子で4拍子のロンド作りを行っている。こ
こでは保育者が「サンドイッチを作る」という説明をして
いる。そして、ロンドのテーマ部を「パーン」とし、中身
をパンの具となる食べ物を言葉にして子どもに考えさせて
いる。この時、保育者は色ブロックを食べ物に見立ててい
る。そして、子ども達はブロックの色からパンの具となる
食べ物をイメージしている。赤いブロックを示した際は、「ジ
ャム」「トマト」などと発言し、4拍子のリズムに乗せる方
法に変えて行った。子どもたちは、今までに4拍子の感覚が
身についているようで、「ジャム」「チーズ」「セロリ」など
という言葉を即興的に4拍子の言葉と手拍子のリズムにして
表している。
　このロンド作りが一通り終わってから、保育者は、男児
と女児を部屋の両脇に移動させている。そして、女児に「パ
ン」のパート、男児に「具」のパートを担当させようとし
ていた。
　そして、活動の最後には、保育者はきれいに表現できた
ことを「おいしそうだった。」と褒め、食べるジェスチャー
をみんなでして終わらせている。
【事例3】もも組　バイオリンでのわらべうたの音階指導
　まず、大型のワゴンに20台ぐらいのバイオリンを乗せ、
保育者が保育室に入ってきた。黒板にはト音記号で「ラソラ」
が書かれている。
　子ども達は一斉にバイオリンを受け取り、活動に入った。
ここでは保育者ではなく、外部のバイオリン指導者が3人指
揮を取り、子ども達が「ラ」「ソ」の音が出せるか一人ひと
りに丁寧に回り、バイオリンの持ち方、鳴らし方を教えて
いた。最後は全員で「ラソラ」を演奏して終わっていた。
　バイオリンの音が大音量のため、保育者、バイオリン奏者、
子ども達の声は聴きとりづらかった。
【事例4】もも組　<かえるの合唱>アンサンブル
　帰りの会の前に < かえるの合唱 > をテーマにした活動を
行った。これは4月から継続しているものであり、これまで
に様々に表現を工夫してきたという。
　まず、子どもを4列に並ばせている。保育者はピアノの伴
奏をしながら、< かえるの合唱 > を歌っている。子ども達
は歌の切れ目に「ケロ」という合いの手をいれ、カエルの
ように飛び跳ねている。この後、「今度は小さく。」「今度は
みんなも歌いながら。」「動作をつけて。」などと指示を出し、
表現を変えていた。また、保育者はピアノの伴奏の強弱や
高低をアレンジしている。子どもは伴奏の変化に反応し、
表現を変えている。
　この後、4パートに分かれてのアンサンブルをしている。
「歌」「踊り」「『ケロ』の合いの手」「『ケーロケロ』という
オスティナート」の4パートである。子ども達は、自分のや
りたいパートを選び、ピアノに合わせたアンサンブルを行
った。
5．指導法が固定されていないオルフ教育の事例
　ここで挙げる幼稚園はオルフの教育理念を十分理解して
いるが、カリキュラム化はせず、オルフの理念を念頭に入
れながら保育を行っている。3歳児から5歳児までが毎日自
由に保育室を行き来することが出来、保育者は前日までの
子どもの様子や、天候を生かした素材を子ども達に紹介し、
ほぼ一日中自由かつ主体的に遊んでいる。一般の幼稚園に
よく見られる保育室一つにつき一台のピアノは置いておら
ず、ホールに1台あるのみである。子ども達は、アカペラ
で好きな曲を歌ったり、おままごとをして遊んだり、造形
を好きな時間に行ったりするなど、コーナー保育的なスタ
イルで日々を過ごしている。小物楽器を使うこともあるが、
タンブリンやカスタネットなどのような一般的なものだけ
ではなく、レインスティックなどの民族楽器も取り入れて
いる。 保育者は、大雨が降った翌日には園庭に大きな穴を
掘って水たまりを作るなどして、子どもがそこでどのよう
な音の発見をするか、どのようなイメージをふくらませる
のかなどを観察し、五感に訴えかけるような保育を進めて
いる。
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　期日：2012年5月22日～24日
　場所：Ｋ地方Ｆ幼稚園（5歳児）
【事例5】あお組　手拍子で出席確認
　朝の出席確認は保育者が4拍子のリズムで手拍子をしな
がら子どもの名前を呼び、子どもはそれに答えながら好き
なポーズをしている。拍に合わせ、保育者が「○○くーん」
などと問いかけているが、中には全く拍を感じずに「はい！
（ピースのポーズ）」や「・・・・はい」などと答える子ど
もが何人もいる。保育者はそれが拍に乗っていないなどと
は言わず、一人ひとりの答え方や身体の動き、表情の観察
を行っている。
【事例6】みどり組　身の回りの音を探そう
　保育者の前に座った子ども達に、保育者が「いいものを
探しに探検。」と言って、鍵を振ってみせた。「シャリンシ
ャリンと音がしたね。みんなも色々なところから音が探せ
るかな。」と問いかけた。そこから保育室内で自由に物を使
って様々な音を探す活動を行った。子ども達は、保育室内
にあるものを手のひらや指の先で叩いて音を出したり、積
み木を打ち付けたりして音を探していった。音を探す時、
子ども達は話をやめ、音に耳を傾けるなど活動に集中して
いる姿がうかがえた。また、子ども達同士で擦っている紙
やビニール袋をお互いの耳に近づけたり、窓やドアを叩い
ている子どもの近くに集まって一緒に叩き始めたり、同じ
音を出そうとしている様子も見られた。
　子ども達が全員音を出すものを発見していることを確認
した保育者が、子ども達に「みんな、いい音探せた？発表
会をしよう。」と言うと、子ども達は手を挙げ、一人ひとり
順番に音を紹介し始めた。Ｓ君がやかんにビーズを入れて
片手で持ち、もう一方の手に卵の空きパックを持って、や
かんからビーズを卵の空きパックに流しながらパックを持
むと、Ｅ君が「車が走っている音みたい。」と言った。保育
者は、「本当だ。エンジンがかかっているみたい。」と答えた。
続けてＡちゃんが新聞紙を破く音、擦る音を出すと、「面白
い音だね。」とＤ君がつぶやいた。続けてＡちゃんがみんな
の前で木片を落とす音を発表して、「雨の音みたい。」と自
分のイメージを伝えた。
　クラスの子ども達が自分が発見した音を伝え合っている
と、Ｍちゃんが「みんなで演奏したい。」と提案した。保育
者は、それを受け止め自ら輪の中心に立って、「先生が手を
挙げている時は音を大きく鳴らしてね。先生が手を低くし
たら音を小さくしてね。先生が手でバッテンをしたらスト
ップだよ。」とクラスの子ども達に伝えた。それからは、様々
な音が響き合い、時には大きく、時には小さく、音を止め
て再び鳴らすなどのアンサンブルに発展した。
【事例7】みどり組　即興的に手拍子で会話
　ＦちゃんとＫちゃんがおままごとをしていた時のことで
ある。Ｆちゃんがフライパンでブロックを炒めながら「ジ
ュワージュワー」と声を出していた。保育者はそれを見守
っていたが、突然Ｆちゃんが、手拍子をしながら「今日の
おべんとなんだろな。」と抑揚がついたリズミカルな口調で
つぶやいた。すると保育者は手拍子をしながら「なんだろ
ね。ハンバーグ？」と答えた。Ｋちゃんは、「わからない。」
と反応した。するとＦちゃんが手拍子をしながら「たまご
やきかもしれないね。」と返事をした。保育者は「おべんと
おべんと楽しみに。」と2人に微笑んだ。
6．2園での保育の分析及び考察
　カリキュラムが組まれ、指導が固定化されたＤ幼稚園で
の事例は、日常生活のわずかな時間を使って音楽的な表現
力を高めていこうとするものである。子ども達は、言葉や
動きを使っての表現を工夫していた。保育者は子どもの発
言を生かし、子ども自身のアイディアが活動の中心になる
ようにまとめていた。このような活動の積み重ねによって、
リズム感覚、音色感覚、音量のバランス感覚、拍子感、形
式感などが身についていくのであろう。
　事例にみられた一斉保育以前に、幼児は自発的な遊びの
中での表現を保育者に認められ、それを仲間に伝えてもら
い、みんなでそれを楽しむという経験を日々行っている。
保育者は、子どものありのままの表現を認め、オルフの理
念を生かして音楽的な表現に高めようとしているのであろ
う。子ども達は、自分の表現が認められることに喜びを感
じるだろう。そしてみんなで同じイメージで遊ぶことで、
仲間と楽しさを分かち合うことや、人と表現を合わせる喜
びも味わっていくと思われる。しかし、なにか違和感が残
るのである。
　事例を見る限りでは音楽科の授業を受けているかのよう
な印象を受ける。子どもの発言を認め、丁寧に対応する姿
は見られるが、活動を展開していくのは保育者である。子
ども達は心から楽しんでやっているのであろうか。事例1の
朝の出席確認の際には、4拍子の拍に乗せるということが重
視され、間違った子どもに対してはやり直しをさせている。
また事例2の別のクラスでは、ほとんど全てが保育者主導で
行われており、「アンサンブルを楽しむ」というよりは、「表
現させられている」という印象を受けた。
　また、事例3のバイオリン指導では、外部の講師が主導
で指導を行い、保育者の主体的な関わりはほとんど見られ
なかった。また、弾いていた音は「ラソラ」で、わらべう
たの音階ではあるが、楽器の持ち方、鳴らし方、楽譜の読
み方に重点が置かれ、全体を通して「オルフの理念を教育
に生かしている」という方針には果たしてオルフかという
印象を受けた。
　さらに事例4の < かえるの合唱 > は、長期間にわたって
積み上げてきた活動の結果であることはわかるが、子ども
の新しいアイディアをくみ取るような場面はほとんどみら
れず、完成品の発表をしているかのような一律的な表現活
動であった。
　一方、カリキュラム化されていないＦ幼稚園では、出席
を取るときには、保育者は拍を感じながら名前を呼んでい
るが、子ども達は自由きままに返事をし、拍に乗れる子ど
もだけが乗っているという姿が見られた。この際、保育者
は何が正しくて、何が間違いかという問いかけはしていな
い。
　また、事例6の音を探す保育では、身近にあるものから音
が発見できることをまず保育者が示し、気付かせ、子ども
達が気ままに音を探していく姿が見られた。音を探す時に
は静かに耳を傾けていた。子どもたちは、音が鳴る世界は、
静寂があってこそ生まれるということに気付かされている
ように見えた。
　その後、子どもの提案を受け、アンサンブルに発展して
いるが、何よりも子どもの発見、提案を大切に保育を行っ
ている。
　また、事例7のおままごとで見られた姿は、朝の会での出
席をリズミカルに行っていたことが生きていたものだと考
える。保育者は見逃さず、子どもの抑揚のついた言葉にリ
ズミカルな言葉で返し、それによって他の子どもも音楽的
な言葉で返すという姿が見られた。この際子ども自らが発
した歌のような言葉は二度の音程からなっており、それに
気づいた保育者は同じように二度の音程で返している。そ
こから2人の子どもが次々に即興的な歌を作る様が見られ
た。このような保育者の働きかけこそ、まさにオルフの提
唱した「模倣」「問答」「即興」であり、保育者は音楽的な
表現に高めていく導きをしていたのではないであろうか。
7．結論
　幼稚園教育要領領域「表現」では、音楽になる以前の混
沌とした音を認め、音楽表現にととまらず、身体表現や造
形表現にもゆるやかにつながるものに導いていくことが示
されている。平成20年改訂版では「遊具や用具などを整え
ることに加え、ほかの幼児の表現に触れられるよう配慮し
たり、表現する楽しさを楽しめるように工夫すること。」9と
いう文言が付け加えられた。これは、自分の思いのままに
表現することにとどまらず、他の子どもの表し様に目を向
ける指導を工夫するように求められるようになったと解釈
できよう。また、何より表現の過程を重視するという考え
方が加えられたのは何より重要な点だといえる。
　オルフの理念をいかに幼児教育に適用するかという問題
であるが、メソッドでもシステムでもない以上、年間のカ
リキュラムに取り入れるのは並大抵のことではない。カリ
キュラム化された幼稚園でも、「オルフの理念を生かした」
保育を試行錯誤行いながらも、結果子どもの主体性がほと
んど見られなかった。
　オルフ自身が考えていたことは、保育者が子どもを一斉
に指導しなくても、自発的な遊びそのものの中で展開され
ていくものだと思われる。
　幼児の自発的な遊びは、いうなれば即興的表現である。
これは、主体者が自らの意思で行おうとしなければなし得
ないことである。幼児の遊びを尊重し、即興的表現を伸ばし、
さらにその到達度を評価するものではないというところが、
幼児教育を行っていく上で押さえるべき点である。オルフ
の理念を年間カリキュラムに組むのであれば、遊びを中心
に子どもの主体性を何よりも重視し、決して到達度評価を
しない保育を進めていくことが重要であり課題であると感
じた。
　また、オルフの理念をカリキュラムに組まなくても、常
に念頭に置きながら保育を行っていくのであれば、保育者
の気付きや感性、子どもの表現の受け止め方が重要である
と感じられた。Ｆ園の事例では、おままごとの際に、毎日
の朝の出席確認の際の手拍子が生かされている姿が見られ
たが、保育者がそれに気づかなければ、遊びの発展は成り
立たなかった。保育者は、自らが発信したことが、遊びの
中でどのように生かされ表現が生まれていくかを日々アン
テナを張って見ていく必要がある。
　重要なことは、音楽的な表現に高めていくだけではなく、
エレメンタールな媒体を介した子どもの様々な思いを受け
止め、様々な方向に導くことだと考える。
　前述したように、オルフは、自身の教育を「システムで
もメソッドでもなくアイディアだ。」と述べているが、だか
らこそ、オルフの考えた動き、言葉、音のゆるやかにつな
がった幼児の表現を見ていくのに慎重をきさなければなら
ない。
　オルフの教育は子どもに教え込むものではない。言葉や
音や動き（もちろん楽器も含まれるが、環境の中のあらゆ
る音）といった音楽以前のものを味わうことができる環境
を編み出し、遊びそのものが発展していくことを保障する
ものであると考える。
　カリキュラム化するか、しないかが問題なのではなく、
幼児のあらゆる表現活動に際しては、「模倣」「問いと答え」
「即興」という流れを意識し、子どもの表現を受け止めるだ
けではなく、自発性を尊重しながら先を見据えて表現を高
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